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研究の概要 

2000 年代以降、政府の知的財産戦略に象徴されるように、文化や知的財産が経済活動に占めるウェイトが大

きくなっている。文化領域の財政問題の研究に始まり、都市と文化、イノベーションを促進する税制のインセンティ

ブ、クリエイティブ産業と著作権などの研究を、ヨーロッパの研究者と協力して行ってきた。 

 

＜主な科学研究費研究の課題は以下の通りである＞ 

 

（１）基盤研究(C)経済学 2005 年―2007 年（研究代表者：後藤和子） 

「文化政策と産業政策の政策統合による都市経済の再生に関する国際比較研究」 

（２）2006 年度学術振興会・研究者招聘事業（短期）により、オランダ・ライデン大学より S.Hemels 講師（現在エラ

スムス大学教授）を招請し、「寄付税制のタックス・インセンティブと創造的産業の発展に関する国際比較研

究」をテーマに３週間の共同研究を行った。 
（３）基盤研究(C)経済学 2008 年-2011 年（研究代表者：後藤和子） 

「文化領域へのタックス・インセンティブの国際比較―創造性と都市経済へのインパクト」 

（４）基盤研究(C)経済学 2011 年-2013 年（研究代表者：後藤和子） 

「クリエイティブ産業と著作権に関する研究―産業組織と契約に着目して」 

（5）挑戦的萌芽研究 2014 年－2016 年（研究代表者：後藤和子） 

「グローバル化の中の文化観光：クリエイティブ産業と観光の政策統合に関する国際比較」 

 

特
長

・
効

果
 

財政や税制、著作権等の制度と経済の関係を分析するのが、研究の特徴である。 

 

 

利
用

・
用

途
 

国や地方自治体のクリエイティブ産業政策の立案・評価等。 

文化による地域活性化の政策立案と検証等。 

知的財産や税制等の経済学的視点からの分析等。 
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